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このところ晴天がずっと続いたが、昨夜は少し降ったようだ。今日は今回のお遍路で

一番大変な「遍路ころがし」コース。土砂降りにならないことを祈った。 

昨日最終の標高約４０ｍの藤井寺からスタート。まずは、標高約６２６ｍの無名峰を

目指す。ここは本物の登山道が続く。昨日の雨で少し滑り易かったが、幸い大雨の心配

はなさそうだ。雲間の阿波の風景を楽しみながら黙々と歩を進め、まずは「長戸庵」を

通過する。 

 コースには厳しいお遍路を励ますかのような数々の「お札」が下がっていた。様々な

方・団体が作って下げている。写真のものは、丹後の真言宗・吉詳院（？）の朱印が押

され、裏は「一所不在」の文字に大日如来の朱印があった。                         お札   
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 ６２６ｍ峰から一旦標高約５００ｍの柳水庵に下る。ここは元々、番外霊場で小さな

寺と大師坐像を安置するお堂があった。 

その名の通り、湧き水が豊富なところで、その昔、弘法大師が杖で地面を突くと水が

湧き出たとの言い伝えがあり、名前の由来になっている。 

 最低鞍部は峠で車道が通っていた。ここに地元ボランティアが建てた小屋がある。蒲

団があり緊急の場合、宿泊出来るようだ。有難いことである。 

 ここから再び標高約７５０ｍの一本杉庵に向かう。なかなか厳しい上りだった。後か

ら空身の二人来た。お遍路でなく遍路道をウオーキングしていると言った。 

 

 

 

 

 

 

                       一本杉庵 
 

  

 

 

 

 

 

 

                             左右内集落 
 

 

最後の石段を上ると一本杉庵だった。枝分かれした大きな杉と大師像が立っていた。

立派なトイレも完備している。対岸には大きな山。どうやらあれが焼山寺のようだ。 

しかし道はここから一気に標高約３８０ｍまで激しく下り、左右内（さうち）集落に

降りる。集落は静かな佇まいだった。 

川を渡り再び標高約７００ｍの焼山寺に上る。しかし、途中で急激にペースダウン。

腹が減ったのだ。気が付けば１１：３０だった。無理もない今日はもう５時間も歩いて

いる。皆で登山道の脇で昼食。 

 

 

 



今日の昼食はさくら旅館のお弁当。このお弁当、さくら旅館はお金を取らなかった。

お遍路さんはサ―ビスだった。しかし、と言う訳でもないがオニギリ２個とオシンコ

少々ではいささか物足りない。 

そんなことで私がもの欲しそうな顔をしていたのだろうか、マラソンのＳさんが、コ

ンビニのオニギリを１個恵んでくれた。サイコーに美味しかった。感謝です。 

ここから焼山寺は思ったほどキツクはなかった。やっぱりオニギリのパワーだろうか。

参道には檀家が寄進した大きく立派な観音像・不動明王石像が立っていた。これを作り

設置するには相当お金が掛るだろう。何百万単位ではないですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  焼山寺 
 

 ここは立派なお寺だった。境内に大きな杉が林立していた。この標高で台風が多い四

国でよく残っているものだ。見渡せば遥か谷間から山嶺にかけて、見事な紅葉が広がっ

ていた。四国も秋たけなわだった。 

 ご朱印をいただき皆の所に戻って来ると、寺の係りの方が飛んで来た。問題発生かと

思いきや、御影袋を忘れたので届けてくれた。ただ帰静後、私は大失敗をしたことに気

が付いた。理由は下記です。皆さんには申し訳ありませんでした。 

 ただ、駐車料金を請求された時、「歩き遍路」で来ましたと、伝えたがこの件の反応

はなかったのです。 

 ・・・12 番・焼山寺では、歩きへんろ道の途中にある「番外霊場・柳水庵」と「番外霊場・一本杉庵」そして、焼山寺参道にある「杖杉庵」のご朱印を押してくれます。納経所へ行って「お願いします。」って納経帳を差し出すと、納経所の方が、汗だらけの僕の顔を見ながら「歩いてですか？」って一言。そこでいただいたのが、下のご朱印です。   柳水庵・一本杉庵・杖杉庵のご朱印は、昔ながらのへんろ道を歩いた方だけいただけるご朱印ですので、歩き遍路の方はせめて「納経帳」は持ってお参りくださいね・・・                                      関連ＨＰから 
 

 

 



▼柳水庵のご朱印       ▼浄蓮（一本杉）庵のご朱印   ▼杖杉庵のご朱印 

 

 

 

記念写真を撮って寺を辞す。下りはここから標高約２３０ｍまで下る。途中に有名な

「衛門三郎霊跡」があった。この下は道路でなく昔の林間道を下る。 

下から「遍路ころがし」を子供に止められた方が、電車・バスを乗り継いで上って来

た。この辺で何人かの方は脚がメロメロになってしまい、無意識に転んでしまう危険な

「ヒザが笑う」状態になった。 

 ここから今日の宿の植村旅館まで、まだ２時間は掛る。しかも、また標高約５００ｍ

の玉が垰（たお）を越えなければならない。宿に入る１６時も迫っていた。後２時間無

理な様な方は、ここで断腸の思いでバスの人となった。 

 私・ＴＯ・ＴＹは更に歩き続ける。玉が垰（たお）乗越しは厳しかった。峠で全員汗

にまみれていた。下りも飛ばした。植村旅館に１６時ちょっと前に到着。これで全員が

揃ってホット一息。 

 植村旅館は、旅館と言うより普通の民家で主人の姉妹と娘さん３人でやっていた。決

して豪華ではないが、アットホームなイイ感じの宿だった。二階に上がり窓を開け放つ

と、眼下に大きな鮎喰川（あくいがわ）が流れていた。さてさて、結局今日の行程は、 

 

 

上り＝藤井寺標高約４０ｍ～６２６ｍ峰＝約５８６ｍ 

   柳水庵約５００ｍ～一本杉峠約７５０ｍ＝約２５０ｍ 

   左右内約３８０ｍ～焼山寺約７００ｍ＝約３２０ｍ 

   鍋岩約２３０ｍ～玉が垰約５００ｍ＝約２７０ｍ 

                            合計＝約１４２６ｍ 

下り＝６２６ｍ峰～柳水庵約５００ｍ＝約１２６ｍ 



   一本杉峠約７５０ｍ～左右内約３８０ｍ＝約３７０ｍ 

   焼山寺約７００ｍ～鍋岩約２３０ｍ＝約４７０ｍ 

   玉が垰約５００ｍ～植村旅館約８０ｍ＝約４２０ｍ 

                            合計＝約１３８６ｍ 

 

これで歩行時間は９時間。これは登山でなくて一体何でしょう？？ 

 

ちなみに、丹沢大倉尾根の標高差＝１１９０ｍ。富士山富士宮口新五合目～頂上＝１

３７６ｍ。これをみれば今回の「遍路ころがし」がいかに大変であったか一目瞭然。 

バス乗車はうなずけるものでした。それでも、まあ今日も全員無事に終了したことに

感謝・多謝でした。温泉はバスでちょっと上に、いいのがありました。 

 

 

                    大師と衛門三郎像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                玉が垰 

 

                

                   植村旅館 

                         
 

 

 

 

 

 

 

 

                鮎喰川 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                植村旅館前                                        前列真中が主人 
 

 

 

 

 

 

                                                       焼山寺                                                                                                               

 


